
 1 

dCS Vivaldi	  Technical	  Highlights	  
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概略 	  
	  

dCS は、記録されたデジタル音楽ソースから情報を完全に取り出して、リアルな音場空間を再生する
ことを使命としています。dCS 製品は高次元の音質によって皆様から偉大な音楽を再生する比類ない
能力を賞賛をいただいています。 
dCS 製品のデジタルプレーバックシステムを､もう一度音楽再生と回路の面から突き詰めて開発を行
い、その結果、デジタルオーディオの新たなる基準を設定することが出来ました。それが、ヴィヴァ

ルディシステムです。 
ヴィヴァルディは dCS 独自の最先端技術をさらに発展させた最新テクノロジーがベースとなってい
ます。 
 
 
 

 
 

 
第 8世代、デジタルプロセッシングフラットフォーム	 

	 

dCS のデジタルプロセスプラットフォームは、FPGA(フィールドプログラマブルゲートアレィ)、
DSP(デジタルシグナルプロセッシング)、マイクロコントローラーシステムを基本としています。こ
れらすべては dCS によって開発され､維持されているコードを使用しています。dCS のデジタルオー
ディオインターフェィス、PPL(フェイズロックドループ)回路は本質的にはディスクリート回路です。
このハードウェアはソフトウェアによって完全にコントロールされ、設定されているということです。

いわば、どの機器よりもソフトウェアに寄り添ったハードウェアということです。最新のデジタルソ

フトプラットフォームはデジタルオーディオの中では最先端、最高品位のものであり、精度と音質に

おいて、他の追従を許しません。 
 

デジタルフロセッシング フラットフォーム	 最新技術とエキサイティンクな構造	 	 
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FPGAとは？ 
FPGA とはとてつもなく大きな CLB（設定可能なロジックブロ
ック）で、CLB の相互関連はチップメモリーに載っている設定
コードによってセットされています。FPGA はエンコード・デ
コードにとどまらず、ハイスピードデータプロセッシングと言

ったロジカル機能が行えます。FPGA の一番の強みはロジック
設定されるたびにボードがパワーアップされることで、その機

能を完全に変更することが、何回も何回も出来る点です。 
 
	  

 

 

大容量、高性能、高速 FPGA 
今までの世代には 2 個の FPGA が使用されていましたが、これ
がより強力で大容量のスパルタン 6 というデバイス一個に置き
換わりました。この FPGA は 10 万の CLB、きわめてハイスピ
ード、そしてパワフルなインフラが特徴です。dCS は DSP チ
ップによるストリームラインにこの大容量の特徴を大いに利用

し、基盤回路の最大処理能力を大幅に引き上げました。この

FPGA/USB はインターフェィスルーチンというソフトウエアブ
ロックにストアするために使用され、専用の 1MB フラッシュ
メモリブロックによって駆動されています。 
 

 

 
 

 

DSP 
DSP チップはデジタルデータストリーム演算を行う特別なマイ
クロプロセッサです。 
dCS 製品はサンプルレート変換、デジタルフィルター、レベル
調整（ボリウム、バランス、フィルターゲイン補正など）など

にこの DSP を積極的に使用します。ある DSP の能力は、フェ
イズロックドループシステムの機能強化にも使用されていま

す。 
 
DSP チップは能力に余裕がありましたので同じパーツを使用し
ました。 
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このコントロールシステムには変

更はありません。伝統的な dCS
システムは十分に試験され、検証

され、高い柔軟性、信頼性を得て

います。 
 

 

マイクロコントローラー	 システム 
マイクロコントローラーは機器の動作を監督します。 
構成部分 
16ビット	 マイクロコントローラー 
512kB SRAM-	 オペレーティングメモリー 
フラッシュメモリー	 ソフトウェア	 ストア用 
安定 RAM	 データのストア、計算、設定用 
CPLD(複合プログラマブルロジックデバイス)	 メモリーアクセス
コントロール 
プログラミング基板 
マイクロコントローラーは以下の動作に対してとても繁忙に動作

できます 
 
プログラム可能なチップにソフトをロードする 
フロントパネルディスプレィをドライブ 
クロックジェネレーター、PLLをコントロール 
フロントパネルのモニター 
状況の変化を検証し続ける 
変更、エラーなどの状況を検知、補正する 
 
 

 

 

 

 

フラッシュメモリー 
マイクロコントローラー・システムに使用されているフラッシ

ュメモリーは機器のソフトウェアを保存するものです。ソフト

ウェアアップデート時には新しいコードがダウンロードされ、

フラッシュメモリーチップに保存されます。この方法はデジタ

ルカメラが写真を保存するのと同じ方法です。dCS 製品がより
複雑になっていくほど、より多くのソフトウェア保存場所が必

要になります。将来性を考慮して、保存能力を今までの 2 倍に
しました。 
  

	  

 
 

 

 

クロックジェネレーターとフェーズロックドループ	 

クロックジェネレーターは 2 つの電圧コントロール	 クリスタル
クォーツ(VCXO)発信器を使用、44.1kS/s, 48k S/s レートに関連
する 2 つの発信器です。適切な発振器が選択されれば、基板全体
がこの発信器の周波数で動作します。一方、選択されない発振器

は停止します。これは、2 つの発振器のビーティングによって発
生する相互干渉を無くすためです。発振器はジッターの原因とな

るために、フェーズノイズの極端に低いものが選別されていま

す。 
製品の動作状況によっては、選択されたクロックと入力データ

（またはワードクロック）を同期させるためにマルチモード PLL
ペアが使用され、クロックのジッタークリーニングをします。 
クロックはマイクロコントローラーによって､CPLD 経由で動作
します。 
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パワーサプライ	 

パワーサプライは、安全な隔離、効率、パフォーマンス、安定性

などを考慮して設計しました。12V DC を作り出すメイントラン
スはしっかりと電気的に隔離されています。この電源をスイッチ

モードジェネレーターの一群が効率よく必要とされる電圧レール

に変換します。その電圧は、FPGA に必要な低い電圧をも含みま
す。 
 
 
 
 
 
 

 

マルチレベルパワーレギュレーション	 

アナログ回路はパワーサプライノイズから影響を受けやすいので

す。リニアレギュレーターはパワーレールをクリーンに、そして

安定化します。 
 
クロックジェネレーター、リングダックリファレンスなどの回路

は特に敏感です。そのため、ここに行く電源は第 2、第 3 列の精
密リニアレギュレーターを通じて供給されます。 
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第 8世代リング DAC™	  

今や伝説ともなっている dCS リング DAC は飛び抜けたリニアリティーと超ハイスピード動作を行い
ます。リング DAC は独特の DAC で、音楽表現力において dCS 機器が他を圧倒する核心部分です。
dCS は創業当初からハイサンプルレートでの HighResolution を提唱していますが、これはリング
DACの発明があったからこそなのです。 
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新リング DACの特徴 	  
	  

 

 
 

 
デュアルモノ 
第 8 世代リング DAC は最新技術を利用した全く新しい設計で
す。前世代の非常に優れたチャンネルセパレーションはバランス

構造と実質的なデュアルモノ構成によるものでした。第 8 世代は
このコンセプトを極限まで追求しました。 
チャンネルセパレーションはすべての面で向上し、三次元的な音

楽再生をよりリアリスティックに表現します。 
 

 

 

 

強化されたリング DACコア 
前世代のリング DAC コアはハイスピード 4 ラッチとメタルフィ
ルム抵抗器によって構成されています。細かく検証すると､4 ラッ
チでは望ましくない高域効果があることが分かりました。 
第 8 世代リング DAC ではラッチを個別にし、その量を 4 倍にし
たことに加えて、ラッチ全体の容量を増やすためにさらに一割増

加し、ラッチのヘッドルームを改善しました。 
 
 

 

 
	  

 
ツイン基準ジェネレーター 
今までのモデルも超低インピーダンス、ローノイズなジェネレー

ターを装備していましたが、ヴィバルディではチャンネル間の干

渉を極限まで低くするためにチャンネル別に装備しました。デジ

タルチェーンでの重要な位置でジェネレーター間の干渉を排除し

たことは、音質をさらに高めるための大きな貢献です。 
 

 

 

 

 
ソフトウェアアップデートが可能となったリング DAC 
今までのリング DAC ROM はペアのハイスピード FPGA に置き
換えられました。DACがパワーアップするたびにフラッシュメモ
リーからプログラムされるので、パフォーマンスは飛躍的に向上

しました。また、リング DAC 自体も将来ソフトウェアアップデ
ートが可能になりました。 
 

 

 
 

 
最新オペアンプ技術 
旧タイプのオペアンプは非常に強靱なデバイスでした。しかし、

技術の進歩によってよりハイスピードで高精度のオペアンプが手

に入るようになりました。 
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リング DACの作業 	  
 

リング DACプロセッサーは、送られてきた PCMデータを 705.6または 768kS/sで 32ビットにオー
バーサンプルします。このデータストリームはモジュレーターをドライブ、モジュレーターは 2.822
または 3.07MS/s（一秒間に 282 万サンプルと言うことです）にオーバーサンプルし、データのノイ
ズシェーピングを行い、5ビットに断ち切ります。 
32 ビットから 5 ビットに裁断するときに引き起こされる厳しい量子化ノイズはノイズシェーピング
によって変形されるので、余計なノイズはオーディオ帯域から除外されてしまいます。その帯域は聴

覚では検知不可能な 21kHz~1.4MHz です。このプロセスはハイスピード処理が必要で、DSP では手
に負えません。FPGA がこの仕事を担います。この 5 ビットデータはリング DAC ボードへと送られ
てきます。 

	  

5ビットの 2進法データは 32のロジックラインにデコードされますー5ビットの 2進法数値によって
コントロールされるこのロジックラインの数値は常に高次です。32 ラインはランダムにこれらを交
換する回路を通過します。そして、情報は 32 のラッチにクロックされます。このクロックはラッチ
を一秒に 300万回へとアップデートします。 
 
各ラッチは標準出力と逆相出力とを備えています。（これはコンプリメンタリーアウトプットと呼ば

れます。）各出力は同じ抵抗値のメタルフィルム抵抗器につながっています。ですから、プラス、マ

イナス電流値は同値で、各抵抗器を通して流れていきます。それは、ノーマル出力、逆相出力の 2 グ
ループに、一緒になって接続されています。 
 
各グループの電流はバランスサミングアンプによって加算されていき、アナログ電圧信号（バランス

ペア）に変換されます。合算するアンプに装備されている 100kHz ローパスフィルターは不要なナイ
キストイメージを減衰します。このナイキストイメージは 1.4MHz 以上に出現しますので、フィルタ
ーにとってはこの作業は簡単、相対的にシンプルな設計なのです。 
 
ランダマイザー 
ラッチはアナログ信号として扱い始めるポイントをマークします。従って、ここから先は精度がとて

も重要です。ラッチの出力ステージは正確にはまったく同値ではありません、抵抗器についても同じ

です。この、数値のミスマッチはアナログ信号内でエラーパターンを形成します。このエラーパター

ンは誰でもすぐに分かる歪みの原因となり、7 ビットレベル近辺で激しい非リニアリティーの原因と
もなります。これでは全く使い物にはなりません。ランダマイザーはこのエラーパターンを破壊しま
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す。エラーパターンをごく少量の余分なノイズに分解します。このノイズはシェーピングされ、

20kHz以上の周波数に表れます。 
結果は、オーディオ帯域では 24 ビットの分解能が得られることになります。シングルの帯域幅は
100k Hz 以上まで伸びています、そしてオーディオ帯域以上でのノイズは許容レベルとなります。リ
ング DAC は 25 年以上にわたって、正確で美しい音楽を再生する DAC として高い評価を得ています。 
 

クロッキングについて 	  	  
	  

デジタルオーディオシステムではすべてのサンプルはレベルと時間の両面での精度が要求されます。

ジッターは程度の差こそあれ、デジタルシステムでは発生するものなのですが、この原因はタイミン

グエラーで、不正確なアナログ信号を形成します。 
   
 

   
 

タイミングは正しいがサンプ

ルが悪い場合。 
この図のサンプルは右側（ネガ

ティブ部分）が正しくありませ

ん。その結果ひどい歪みが出現

します。クロッキングは正確で

す。 
	  

 

サンプルは正しいがタイミング

が悪い場合。 
サンプル自体は正しいですが、

クロックタイミングが一部で乱

れており、それによってやはり

激しい歪みが発生します。 
 

 

サンプルもタイミングも正しい

場合。 
タイミングとサンプルが正しい

場合にはきれいなアナログ波が

形成されます。 
 

dCS はデジタルオーディオシステムに「専用のマスタークロックを」と提唱し、この分野でのパイオ
ニアであり続けています。dCS のクロッキング技術は進化し続けており、マルチステージのフェーズ
ロックドループ(PLL)システムは世界最高水準の精度を備え、オーディオシステムに悪影響を及ぼす
ジッターの進入を制御しています。 
 
dCS マスタークロックはエンバイロンメント	 チェンバーで、広範囲の温度幅で水晶発振器をキャラ
クタライズすることによって精度を得ています。この補正方式は数式としてプログラムされ、各ユニ

ットのメモリーに戻されています。 
また、温度コントロール室で測定、選別、調整することによってクロック周波数精度+/-1ppm(+/-100
万分の 1)というスペックが達成されました。 
この補正は精度を保ったまま 24ビットパフォーマンスで DACに摘用されています 
この洗練されたマイクロコントローラー強化システムはオーブンコントロールクリスタルよりも遙か

に優れた動作特性を得られます。いっぽう、ルビジウム原子クロックは周波数精度の上では優れてい

ますが、ルビジウムの性質によってジッターが発生します。それは dCS のアプローチよりも遙かに
大きいジッターですので、ルビジウムをクロック発振器としては採用していません。dCS は独自の方
法で鍛え上げたクリスタルクロックを独自の回路をあてがった上で使用しています。ここに、dCS の
クロックは精度の高いルビジウムクロックより遙かに良い音質だ、という評判の理由があります。 
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進化したヴィヴァルディクロック 	  

CD/SACD システムにクロッキングを取り入れるには、クロックを 44.1ｋHz にセットして、トラン
スポート、DAC に接続するだけです。アップサンプラーについても出力を 24/176.4 か DSD に設定
してクロックとロックさせるだけです。 
 

 

ヴィヴァルディクロックの出力は 2 グループに分割されま
す。どちらのグループも 44.1〜192kHz と言う標準周波数
に設定できます。標準設定は一グループを 44.1 に、もう
一方を 48にすることでしょう。ヴィヴァルディ DACはワ
ードクロック入力が３系統、アップランプラーには 2 系統
装備しています。両方ともオートワードクロックモード、

1-2と設定できます。 
グループ１の出力を 44.1kHz とし、DAC, アップサンプラ
ーのワードクロック 1 に、グループ 2 クロック出力を
DAC,アップサンプラーの入力 2 に接続します。両方の機
器ともオートワードクロック 1-2 モードに設定すること
で、どちらもワードクロックとシンクロしてクロック周波

数を自動的に変更します。両方のユニットともクロック周

波数を倍数で増やすことが出来ます。 

ヴィヴァルディクロックは出力ワードクロックレートを 88.2、96，176.4，192kHz にも設定できま
すので、グループ 1 を 88.2 または 176.4kHz に、グループ 2 を 96 または 192kHz に設定も出来ます。
このクロックレートを使用することは理論上、音質には関係ないとされていますが、実際には検聴し

てみるしかありません。 
 

フィルター	 

デジタルオーディオシステムには優れたフィルターが必要不可欠です。それは、サンプリングプロセ

スやリサンプリングプロセスにおいて、あってはならない不要な高周波成分が付加されてしまうから

です。これらの高周波成分は取り除くか減衰しなければなりません。 
以下のチャートは 44.1kS/sデータストリームの伝統的な望ましい周波数反応を示しています。 
 
 

 
 
この場合、2つの考慮すべき点があります。 
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・ 増幅反応がオーディオ帯域において完全にフラットであること、そこで、エイリアス・イメージを
シャープなロールオフカーブで取り除く。 

・ オーディオ帯域でトランジェントの時間的な曖昧さを避けるために、位相反応がゆっくりと変更す
ること 

この 2つの条件は、特に低いサンプルレートにおいて、相反するものです。 
・ 高いオーディオ帯域の部分で、急峻な周波数ロールオフのフィルターは位相反応が良くない。 
・ ゆっくりとした位相反応のフィルターは高域でのロールオフが非常にゆったりとしたものになる。
そこで増幅反応もまた、オーディオ帯域の高域で落ちてくる。 

この問題は高サンプルレート（たとえば 192kS/s）録音で、これらの好ましくない効果はオーディオ
帯域からほど遠く離れるので、大きく改善されます。しかしながら、16/44.1 のフォーマットの音源
が膨大に存在するので、これらを正確に再生するようにしなければなりません。 
デジタルオーディオシステムのフィルター効果は常に最適点を模索するものです。dCS はフィルター
選択肢を増やし、ユーザーの好みによって選択できるようにしました。 
 
シンメトリカル、ハーフバンドフィルター 
下のチャートは 11 種類のハーフバンドフィルターの周波数反応カーブを示します。右からゆったり
とした 20タップデザインから急峻な 60タップデザインを表しています。 

	  

 
 
 
 
その特性によって、ハーフバンドフィルターはデジタルフィルタータイプの中では一番よく見受けら

れます。その利点とは： 
・ 位相反応がリニアであるために、フィルターの時間遅延(タイムディレィー)が周波数で変化しない。 
・ 経済的である。単純で安価な電子部品が使用できる。フィルターは DAC チップに組み込むことも
容易である。 

とはいえ、欠点もあります。 
・ ハーフバンドフィルターの反応は常にサンプルレートの半分(Fs/2)において 6dB の減衰となる。従
ってこの(Fs/2) 近辺の周波数は高レベルのエリアシス/イメージを発生させる。 

・ プリリンギングが起こる。トランジェントが起こる前にフィルターは反応を作り出す、そのためリ
ーディングエッジが鈍くなる。 

 

 

下図のチャートはハーフバンドフィルターにおいての短時間インパルスの時間軸反応を表します。 
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インパルスの前にリンギングが実際に発生している点と、インパルスの後にも同様のリンギングが現

れている点に注目。アナログオーディオシステムはこのような反応は起こしません。このようなフィ

ルタータイプは、時間軸反応とそのパターンの相似性によって、通常シンメトリカルフィルターと呼

ばれます。 
  

非対称フィルター 
いくつかの問題点は非対称フィルターデザインによって解決できます。下図は 10 タイプの非対称フ
ィルター周波数反応を示します。 

 
 
 
 
ハーフバンドフィルターとは違って、カットオフ周波数がありません。設計者はベストパフォーマン

スを求めてカットオフ周波数を選択できるのです。緑のカーブ（矢印）は Fs/2(22050Hz)で 120dB以
上の落ち込みです。従って、DAC出力ではオーバーサンプリングエリアシスが検聴されません。 
 
また、カットオフ周波数はオーディオ帯域のトップ近辺で効果的にエリアシスを取り除く帯域が選択

できます。このエリエシスはオリジナルの録音プロセスにおいて生じていたかもしれないのです 
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下図のチャートは非対称フィルターの反応です。インパルスが発生する前の波形にはリンギングがな

いことにご注目。この反応はアナログ反応に近いものです。 
 

 
 
非対称フィルターの欠点は以下の通り。 
・ 余分なエネルギーはインパルスの後に現れます。多くの音色的なリンギングが発生しますが、幸い
私たちの耳は後部リンギングを関知できません。 

・ ハーフバンドデザインに比べて、部品点数が多い。 
・ 位相反応がリニアではない。周波数によってグループディレイが一定ではなくなる。 
・ フィルターは比較的低い周波数でロールオフする。 
・  

従って結論としては、フィルターの選択は個人の好みによるということです。 
・ 音楽の好みによる。（ピアノは高域のエネルギーがあるので、フィルターは短時間に急峻に落ちる
フィルターがいい） 

・ アンプとスピーカーの性能にも左右される。 
 

トランジェント反応をクリーンにするために多くの聴き手は非対称フィルターを好んで使用している

事実から、これが一般的な選択と言えましょう。 
 
ヴィヴァルディ DAC は異なる性質のハーフバンドフィルターを装備しています。加えて、44.1、
176.4，192，352.8，384kS/sの非対称フィルターをも装備しています。 
フラッシュメモリーのサイズを 2 倍にした理由は将来的にフィルターオプションを増やす余力を持た
せるためです。 

インターフェィスコントロール 	  

 

 
ヴィヴァルディには新しいカラーLCD ディスプ
レィを採用しました。 
 

 
アイコンはデザインを一新し、プロフェッショナ

ルな表示です。ハイライトと警告をカラー表示

（例えば、MUTE）します。 
 

 

 

dCS は美しくカーブされたフロントパネルから、操作を誤らないように、最小限のボタンによって効
果を上げる、ミニマリストアプローチでデザインしました。 
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DCS のリモートコントローラーは DAC に付属しています。他のモ
デルでは、オプションで用意しています。 
 

リモートのケースは重厚なアルミ削り出しのケースです。ヴィヴァ

ルディ DAC 用のリモートは、入力をデュアル AES とし、1394 を
採用しなかったために、若干変更されています。（近年 1394 を採
用している PCは無く、チップセットの生産は終了しています。） 
 
このリモートはトランスポートと DACをコントロールします。 
 

	  

 

ヴィヴァルディ 4 機システムはコンピューターオーディオにも対応しております。効率的なコントロ
ールは非常に重要です。 
・ アップサンプラーと DAC はコンピューター、もしくはサウンドサーバーに直接接続、エイシンク
ロノス USB経由、PCMストリーム。 

・ アップサンプラーは iPAD, iPhone, iPodなどの iデバイスから直接 PCMデータを受け入れます。
（iDevice コントロールパネルによって設定） 

・ アップサンプラーは USB ドライブから音楽ファイルをダイレクトに演奏します。（アップサンプ
ラーのフロントパネル内ベーシックブラウザによってコントロール）トランスポートの赤外リモー

トはトラック、プレイ・ポーズが使用出来ます。 
・ アップサンプラーはイーサネットによって NAS から直接音楽信号を受け付けます。プレイバック
は dCS のアプリケーションによってコントロールされ、 iPad、 iPhone, アンドロイド、
WindowsPC, Mac、 PC(Wi Fiネットワークが必要です)	 によって行えます。アプリケーションの
ボリューム、ミュートコマンドはデュアル AES接続と経由してヴィヴァルディ DACに進みます。 

 

メカニカル 	  デザイン 	  	  

 
ヴィヴァルディのフェースプレートや機械的な設計は全てヴィヴァルディプロジェクトチームで行い

ました。全ての面で、今までの dCSを凌ぐ美しく耐共振性の優れたシャシーです。 
 
  

 

メイントランスは重量級です。機械的振動の発生源で

すから、敏感な電子部品から完全に独立されるよう

に、特別に緩衝されたサブシャーシにマウントされて

います。 
 
トランスは自体は非常に強いマウントピラーをケース

に装備し、音響的エネルギーを分散させています。 
 
DACはトランスを 2機使用し、ロジック回路とアナロ
グ回路とを別電源にしています。トランスポートもモ

ーターとプロセス電子回路の電源を分けるために 2 機
のトランスを使用し、音質向上に貢献しています。 
 



 15 

トップパネルは分厚いアルミ板によって構

成されます。また、非対称の削り込みがあ

ります。音響的なダンピング材としてのパ

ッドがその削り込みの上に置かれて、共振

を減衰させています。また、非対称の削り

込みは共振モードを破壊するのに役立ちま

す。 
 

 

 

高剛性ハードアルミによるマウンティングプレートはエ

ソテリック製 VMK-3 ドライブメカの振動を吸収しま
す。このメカニズムは高い精度と剛性が特徴で、スカル

ラッティに使用され、その性能と信頼性は高く評価され

ています。 
 
CD メカニズムからの微量なノイズをもカットするガス
ケットを装着して、外部にノイズが漏れないようにしま

した。 
 

 

	 クォーツ発振器は電子機械デバイスですので、外部からの機械信号に対し脆弱でクロックジッター

の原因ともなります。この問題に対して、徹底した共振対策が必要です。デジタルプロセス基盤の取

り付けられるベースプレートは 2 枚のアルミ板によって構成されています。アルミの結晶構造をクロ
スさせて貼り合わせることで、高い耐共振性を得ることが出来、ノイズレベルを更に低くしました。 
 

XLR, BNC、RCA コネクターはカルダスの
最高級部品を使用、ロジウムメッキの接点

などオーディオ機器の接続には申し分の無

い品質です。 
 

 
  

規格	 

新しい世代の機器を製作するに当たって、dCS は創業以来のノウハウ、経験を土台として、さらなる
頂点を目指して世界最高のパフォーマンスを求めます。 
 
デュアルモノアプローチによって、クロストークは今までの dCS 機器（すでに最高度の性能と世界
中の評論家、ユーザーから評価されていますが）に比べて可聴帯域において 50dB も改善されていま
す。そのため、音像がよりしっかりと再現され、ディテールの表現や演奏環境までをも克明に再現し

ます。 
パワーサプライとリング DAC の抜本的改良によってオーディオバンドノイズをさらに 3dB も下げら
れました。今までも非常に低いノイズレベルでしたので、非常に困難な挑戦でした。ハーモニック歪

みとスプリアス反応は 5dB改善されました。これはラッチを個別にしたことなどの恩恵です。ヴィヴ
ァルディトランスポートのアコースティックノイズはスカルラッティに比べて 10dB 以上低減しまし
た。実際、静かになった真夜中に、耳から数ミリの距離でようやくなんとか検知出来るレベルです。 
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dCS 機器においては第一級の機械設計が必要で、その時代におけるリーディングエッジの設計を行い
ました。ヴィヴァルディは、過剰スペックともいえるクロッキングシステムの改善とシャーシの強靱

化によってシステムジッターをさらに低減させることが出来、ディテールの再現性がさらに高まり、

音質、音楽情景の再現に大きく寄与し、新たなるリアリズムの境地にリスナーをお誘いします。 
 

検査	 

機器が完成した後、製品として送り出される前に、各ユニットには基本ソフトが搭載されて、その後

必要に応じてアップデートを行われます。次に、48 時間以上をかけて入力サンプルレートの変換や
クロック周波数の変換など多岐にわたる検査を行います。 
 

 

自動テスト装置は dCS が軍需システムを開発した時
に誕生しました。各ユニットはここで過酷な試験に耐

えねば出荷されません。dCS コンバーターテスト技術
はすべて社内で設計、製造され、維持されています。

そのためには市販されている最高度の測定装置の計測

性能を超えるテスト装置が必要でした。dCS の自動検
査装置によって、ソフト、ハード、スペック性能が満

たされるべく、過酷な条件で、一台一台、検査が行わ

れます。 
 
検査機器には各入出力に対応するモード、サンプルレ

ートの全て、上限、下限の測定結果の比較などのプロ

グラムが組まれています。例えば、ヴィヴァルディア

ップランプラーソフトウェアは「設計証明検査」とい

う 2035 項目の検査に合格しなければ出荷されませ
ん。これにはコンピューター計測で 47 時間が必要で
す。愛着を持って dCS をお使いになる真摯な聴き手
のために、完璧な検査による安心をお届けします。 
 

ベンチテストではスペックの一部を組み立て前に行います。それには、自動検査装置では測定しない

項目を熟練技術者が測定します。ユニットが組み上げられれば、オーディオシステムに取り入れて、

ここでは検査装置ではなく、人間の耳による聴感テストを行います。このサウンドチェックは全ての

入力、出力、サンプルレートの選択（使用頻度の高いレートとそのコンビネーションに特に時間を割

きます）、作動モード、コントロール機能、ディスプレィが、検査員の視覚、聴覚によってテストさ

れます。もちろん検査員はオーディオファイルでなければその責務を全うできません。 
 
最終段階は製品の外観仕上がり検査です。これはそのユニットを組み立てた技術者に加えて、他の技

術者によっても別途行われます。その後、セールス担当者によって念入りにチェックされ初めて合格

となります。dCS のパフォーマンス、製造、販売（お客様の要望を一番よく知っています）によるチ
ーム全員が検証し、合格を出した後、ユニットは慎重に梱包されてお客様の手に届くのです。 
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